履　　歴　　書

本　　籍　○○県

現 住 所　広島県○○市（郡）○○町○番○号

氏　　名　

生年月日　昭和○○年○○月○○日

学　　歴　昭和○○年○○月　　○○高校　卒業

　　　　　平成○○年○○月　　○○大学医学部　卒業

　平成○○年○○月　　第○○回医師国家試験に合格

　　　　　　　　　　（医籍　○○○号　平成○○年○○月○○日登録）

職　　歴　平成○○年○○月　　○○大学医学部内科医勤務

平成○○年○○月　　○○病院開設　現在に至る。

賞　　罰　なし

医療法第４６条の５第５項が準用する第４６条の４第２項の役員欠格事由には該当しておりません。
　　以上のとおり相違ありません。

　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　

注　１　「学歴」及び「職歴」の欄は，医療関係以外も含めすべて書き漏らさず記載すること。

　　２　医師及び歯科医師については，（歯科）医籍登録番号及び登録年月日を記載すること。

　
医療法第４６条の４第２項

　２　次の各号のいずれかに該当する者は，医療法人の評議員となることができない。
一　法人

二　心身の故障のため職務を適正に執行することができない者として厚生労働省令で定めるもの

三　この法律，医師法，歯科医師法その他医事に関する法律で政令で定めるものの規定により罰金以上の刑に処せられ，その執行を終わり，又は執行を受けることがなくなつた日から起算して二年を経過しない者

四　前号に該当する者を除くほか，禁錮以上の刑に処せられ，その執行を終わり，又は執行を受けることがなくなるまでの者
厚生労働省令（医療法施行規則第３１条の３の５）

　法第４６条の４第２項第２号の厚生労働省令で定める者は，精神の機能の障害により評議員の職務を適正に行うに当たって必要な認知，判断及び意思疎通を適切に行うことができない者とする。
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